
 

 

 

 

 
学校経営から学ぶ 
学校の教育目標「心をつむぎ ともに『生きる力』を発

揮できる子どもの育成」を達成するため、今年度の行動目

標を「『えがお』のあいさつ・へんじ・あとしまつ」と定

め、あいさつ＝つよい子→体力向上、へんじ＝かしこい子

→確かな学力、あとしまつ＝やさしい子→豊かな心 と、

目指す子ども像や重点目標をリンクさせています。このこ

とで、行動目標を単なるスローガンで終わることなく、組

織的、計画的に実践されています。 

また、そのような目標を達成するために、組織や校務分

掌を全て見直し再編成したようです。それぞれの担当者と

責任者を明確にすることで、各主任を中心として提案型の

組織となりつつあります。 

今後は、心をつむぐためにも、協議の際に出された「言

語能力」のような学校をあげて育成を目指す資質・能力を

明確にすることで、それぞれの組織が協働的に取り組まれ

ることが期待されると思いました。 

 
授業から学ぶ 
全学級の授業から、先生と子ども達や子

ども同士の関係がよく、熱心に学びに向か

う姿を見ることができました。 

特に１年２組の国語での短時間の学び合

いや、６年社会の子どもの意見をつなぎな

がら課題解決に向かう流れは、多くの授業

や、学級経営の在り方においても大変参考

になると感じました。 
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